
 2. 知的障害児施設の利用実態と今後の方向性 
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小舎制 小舎制○新規入所年齢構成

就学前 10% 

小学生 30% 

中学生 30% 

高校    30% 

入所率 10～15% 

○在籍年齢構成 

6 歳以下  3% 

小学生   17% 

中学    18% 

高校     26% 

18 歳以上 38% 

(過齢児率 40～50%)
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身体障害  9.1% 

視覚障害  2.1% 

聴覚障害  1.4% 

内部疾患  5.4% 
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○家庭状況 

両親世帯  49% 
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父子世帯    14% 
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○退所率 10～15%
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・ 児童・家庭支援に特化する  ・ 地域移行の促進 
・ 重複障害児の受入促進    ・ 小規模化･地域密着化の推進 
・ 地域の療育資源として機能整備 
 ⇒ 「知的障害児施設」から「児童発達支援施設」への転換へ 
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 実施主体   都道府県 


